
沈
伯
俊
氏
が
語
る

人
物
と
創
作
方
法

「
三
国
志
」

中
国
文
学
科

1
0
一
五
年
九
月
十

一
日
、
中
国
の
四
川
省
社
会
科
学
院
の
沈
伯
俊
研
究
員
（
研
究
員
は
教
授
に
相
当）

が
二
松
學
舎
大
学
を
訪
れ
、
文
学

部
中
国
文
学
科
の
伊
藤
晋
太
郎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
学
術
交
流
を
行
な
っ
た
。
本
稿
は
、
沈
伯
俊
氏
が
当
日
の
交
流
に
お
い
て

「三
国
志
」

の
人
物
、
お
よ
び

『三
国
志
演
義
』
の
創
作
方
法
に
つ
い
て
、
学
生
た
ち
に
語
っ
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

沈
伯
俊
氏
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
沈
氏
は
、

一
九
四
六
年
の
生
ま
れ
。
籍
貫
（
本
籍
）
は
安
徽
省
廠
江
市
（
「三
国
志
」
の
周
喩
の
出
身
地
）

だ
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
重
慶
市
で
あ
る
。
「
三
国
志
」
の
研
究
を
始
め
た
の
は
一
九
八
0
年
代
か
ら
で
あ
り
、
発
表
し
た
論
文
や
評
論
は

百
篇
を
ゆ
う
に
超
え
る
。

そ
の
中
で
も
主
要
な
業
績
は
次
の

二
点
。
―

つ
は
、

『三
国
演
義
辞
典
』
（
諏
良
鳴
氏
と
の
共
編
、
巴
蜀
書
社
、

一
九

八
九
年
）
を
編
纂
し
た
こ
と
。
歴
史
小
説

『三
国
志
演
義
』
に
登
場
す
る
人
物

・
場
面

・
地
名

・
官
職
は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
す
る
他
の
作
品
、

「
三国
志
」
に
ま
つ
わ
る
民
間
伝
説
や
名
勝
古
跡
ま
で
網
羅
し
て
い
る

。

立
間
祥
介
•

岡
崎
由
美
・

土
屋
文
子
訳

『
三
国
志
演
義
大
辞
典
』
（
潮

出
版
社
、

一
九
九
六
年
）
は
本
辞
典
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
も
う

一
っ
は
、
『校
理
本

三
国
演
義
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
の

刊
行
で
あ
る
。
沈
氏
に
よ
れ
ば
、

『三
国
志
演
義
』
に
は
多
く
の

「技
術
性
錯
誤
」
が
存
在
す
る
と
い
う
。
「
技
術
性
錯
誤
」
と
は
、
当
時
の
執

伊
藤
晋
太
郎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

-95 -



筆
環
境
や
社
会
条
件
な
ど
に
よ

っ
て
生
じ
た
作
者
の
意
図
と
は
関
係
の
な

い
作
品
中
の
誤
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
読
者
が
誤
っ
た
認
識
を
持
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
正
し
く
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
「
校
理
」
と
い
う
の
は
、

「技
術
性
錯
誤
」
に
対
す
る
訂
正
と
、
訂
正
の
根
拠
に
つ

い
て
の
説
明
を
指
す
。
沈
氏
は

『
三
国
志
演
義
』
に
対
し
て

一
千
箇
所
以
上
の
校
理
を
施
し
た
。
沈
氏
は
こ
れ
ら
―

一点
の
業
績
に
よ
っ
て
国
内

沈
氏
の
今
回
の
来
日
は
、

「三
国
志
学
会
第
十
回
京
都
大
会
」（
九
月
五
日
、
於
龍
谷
大
学
）
と

「三
国
志
学
会
東
京
講
演
会
」（
九
月
十

二
日
、
於
早
稲
田
大
学
）

で
の
講
演
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
本
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
伊
藤
が
四
川
大
学
に
留
学
し
て
い
た
時
に
沈
氏
か
ら
指
群
を

受
け
て
い
た
ご
縁
に
よ
り
、
日
本
滞
在
中
の
本
学
訪
問
、
お
よ
び
学
生
と
の
交
流
が
実
現
し
た
次
第
で
あ
る
。

沈
伯
俊

（中
国

・
四
川
省
社
会
科
学
院
研
究
員
）

伊
藤
晋
太
郎
（
二
松
學
舎
大
学
文
学
部
准
教
授
）

井
上
桃
華
・

羽
良
柚
亮
•

山

本
将
好
・

杢
屋
幸
明
・

大
澤
愛
（
以
上
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

I
)

川
島
沙
弥
香

・
小
池
有
希

・
坂
本
直
仁

・
白
岩
司
門

・
高
井
佳
輝

・
高
橋
恵
佑

・
北
條
総

（以
上
、
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

II
)

ま
た
、
本
ゼ
ミ
の
学
生
以
外
に
、
通
訳
と
し
て
、

王
知
叡
（
文
学
部
国
文
学
科
四
年
）

・
熊
謝
子
初

（文
学
部
中
国
文
学
科
四
年
）
・
倉
持

（
文
学
研
究
科
科
目
等
履
修
生
）

交
流
会
で
は
、
学
生

一
人

一
人
が
自
分
の
好
き
な

「三
国
志
」
の
人
物
、
あ
る
い
は
研
究
し
て
み
た

い

「三
国
志
」
の
人
物
を
挙
げ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
沈
伯
俊
氏
は
全
員
に
丁
寧
か
つ
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
を
下
さ

っ
た
。
以
下
、
人
物
ご
と
に
沈
氏
の
コ
メ
ン
ト

の
う
ち
主
な
も
の
を
紹

リ
ッ
コ

■学
生
■教
員

一
、
「
三
国
志
」

の
人
物
に
つ
い
て

の
三
氏
の
協
力
も
得
ら
れ
た
（
所
属

・
学
年
は
当
時
）
。

■講
師

今
回
の
学
術
交
流
の
参
加
者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
。
所
属
は
当
時
）。

外
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
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ま
り
汗
を
か
い
て
い
る
の
で
す
と
答
え
ま
し
た
。

―
つ
は
、
人
柄
が
よ
く
な
い
こ
と
。
鍾
会
は

「鍾
会
は
曹
操
の
重
臣
で
あ
る
鍾
蘇
の
末
っ
子
で
あ
り
、
曹
魏
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
重
要
な
人
物
で
す
。
鍾
会
が
好
ま
れ
る
理
由
と

―
つ
は
、
若
く
て
颯
爽
と
し
て
い
る
こ
と
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
の
は
数
え
で
四
十
歳
の
時
で
す
。
も
う

一
っ

(l
)
 

は
、
非
常
に
聡
明
で
能
力
が
あ
る
こ
と
。
『
世
説
新
語』

に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

『三
国
志
演
義
』

に
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
鍾
会
（
八
歳
）
が
兄
の
鍾
緞
（
九
歳
）
と
魏
の
文
帝
曹
杢
に
ま
み
え
た
時
、
鍾
統
は
全
身
汗
び
っ
し
ょ
り
で
し
た

が
、
鍾
会
は
全
く
汗
を
か
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
曹
杢
が
鍾
鮪
に
ど
う
し
て
全
身
汗
を
か
い
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、
鍾
舷
は
緊
張
の
あ

一
方
、
鍾
会
は
緊
張
し
過
ぎ
て
汗
も
出
ま
せ
ん
と
答
え
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
鍾
会
は
曹
不
一

に
気
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
鍾
会
の
聡
明
さ
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
鍾
会
は
司
馬
昭
の
最
も
頼
り
に
な
る
謀
士
と
な
り
ま
し
た
。
司
馬
昭
も

鍾
会
を

「吾
の
子
房
（
漢
の
高
祖
劉
邦
の
謀
臣
張
良
）

な
り
」
と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
二
六
三
年
、
司
馬
昭
が
一一
一方
か
ら
蜀
に
攻
め
込
ん
だ

時
、
鍾
会
は
主
力
軍
を
率
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
主
戦
力
は
鍾
会
と
部
文
の

二
軍
で
す
が
、
部
文
が
率
い
た
の
は
三
万、

十
万
で
し
た
。
部
文
の
方
が
ず
っ
と
年
上
な
の
に
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
司
馬
昭
が
い
か
に
鍾
会
を
重
視
し
て
い
た
か
が
分
か
り
ま
す
。
若
く

て
颯
爽
と
し
て
お
り
、
非
常
に
聡
明
で
能
力
が
あ
る
。
女
子
学
生
が
彼
を
好
き
に
な
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。

し
か
し
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
鍾
会
に
は

二
つ
の
欠
点
が
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
対
し
鍾
会
は

「
竹
林
の
七
賢
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
人
の

一
人
て
あ
る
愁
康
の
面
識
を
得
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
愁
康
は
鍾
会
が
嫌
い
で
し
た
。
愁
康
は
曹
魏

の
外
戚
で
あ
り
、
鍾
会
は
司
馬
昭
の
腹
心
で
す
。
愁
康
は
曹
魏
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
い
た
の
で
、

当
時
曹
魏
か
ら
権
力
を
奪
い
つ
つ
あ
っ
た
司

馬
昭
の
腹
心
は
嫌
い
で
し
た
。
愁
康
か
鍾
会
を
無
視
し
た
た
め
、
鍾
会
は
こ
れ
を
恨
み
、
司
馬
昭
の
前
て
愁
康
の
悪
口
を
言
い
ま
し
た
。
そ
の

し
て
は
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
鍾
会

介
す
る
。
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た
だ
し
、
蜀
漢
の
勇
将
の
中
で
は
特
殊
な
点
か
あ
り
ま
す
。
張
飛
や
趙
雲
と
比
べ
る
と
悲
劇
性
が
あ
る
の
で
す
。
彼
が
曹
操
に
対
し
て
挙
兵

し
た
時
、
父
親
の
馬
騰
を
は
じ
め
、
家
族
の
ほ
と
ん
ど
を
曹
操
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
滝
関

（映
西
省
滝
関
県
東
南
）

た
後
、
馬
超
は
張
魯
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
が
、
彼
の
妻
と
子
供
は
張
魯
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
彼
の
悲
劇
性
の
第
一
の
理
由
で
す
。

の
二
百
人
以
上
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
第
二
の
理
由
は
、
馬
超
は
劉
備
の
配
下
に
な
る
の
が
遅
か
っ
た
た
め
、
政
権
の
中
で
は
高
い
地

位
に
い
た
も
の
の
、
本
当
の
意
味
で
の
特
別
待
遇
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
劉
備
に
帰
順
し
た
後
も
彼
の
心
は
暗
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
彼
は
人
々
に
好
か
れ
る
と
同
時
に
、
同
情
も
さ
れ
る
英
雄
と
い
え
ま
す
。」

ち
主
と
い
え
ま
す
。

由
は
主
に
二
つ
あ
り
ま
す
。

後
、
毬
康
は
処
刑
さ
れ
ま
す
が
、

一
族

そ
れ
は
鍾
会
の
識
言
の
せ
い
で
も
あ
る
の
で
す
。
も
う

一
っ
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
に
、
蜀

を
滅
ぽ
し
た
後
、
野
心
を
抱
い
て
反
乱
を
起
こ
し
、
失
敗
し
た
こ
と
で
す
。
ゆ
え
に
我
々
は
鍾
会
の
聡
明
さ
と
能
力
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、

人
格
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

「馬
超
は
私
も
比
較
的
好
き
な
人
物
で
す
。
『
三
国
志
演
義
』
の
読
者
は
み
な
馬
超
が
好
き
で
し
ょ
う
。
馬
超
が
読
者
に
好
感
を
持
た
れ
る
理

②
馬
超

―
つ
は
、
若
く
て
颯
爽
と
し
て
い
る
こ
と
。
小
説

（『
三
国
志
演
義
』
）
の
中
で
は

「錦
馬
超
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

も
う

―
つ
は
、
武
芸
に
優
れ
て
い
る
こ
と
。
小
説
の
中
で
は
彼
の
優
れ
た
武
芸
を
何
度
も
強
調
し
て
い
ま
す
。
第

一
は

「滝
関
の
戦
い
」
で
す
。

滝
関
で
は
、
曹
操
が
目
立
つ
の
を
避
け
る
た
め
に
、
自
分
の
ひ
げ
を
切
り
、
戦
抱
を
脱
ぎ
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
撃
ち
破
っ
て
い
ま

す
。
第
二
は
許
猪
と
の

一
騎
討
ち
で
す
。
第
三
は
張
飛
と
の

一
騎
討
ち
で
す
。
よ
っ
て
、
馬
超
は
当
時
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
武
勇
の
持

で
最
終
的
に
曹
操
に
敗
れ
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「
私
は

「三
国
志
」
の
人
物
の
中
で
孔
明
が

一
番
好
き
で
す
。
お
そ
ら
く

『三
国
志
演
義
』
の
ほ
と
ん
ど
の
読
者
が

一
番
好
き
な
の
は
孔
明
で

し
ょ
う
。
孔
明
に
つ
い
て
お
話
し
で
き
る
こ
と
は
特
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
す
で
に
多
く
の
論
文
の
中
で
孔
明
に
つ
い
て
述
ぺ
て
き
ま

し
た
。
孔
明
が
み
な
に
好
か
れ
る
理
由
は
、
彼
が

『三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
主
役
だ
か
ら
で
す
。
彼
に
は
多
く
の
優
秀
な

品
格
が
あ
り
ま
す
が
、

重
要
な
の
は
二
点
で
す
。
第

一
は
、
知
恵
で
す
。
孔
明
は
知
略
に
優
れ
て
い
て
、
誰
も
彼
の
相
手
に
な
り
ま
せ
ん
。
小

一
人
目
は
曹
操
で
す
。
曹
操
は
孔
明
に
対
す
る
た
び
に
、

「
ま
た
孔
明
の
罠
に
か
か
っ
た
」
と

心
に
つ
ぷ
や
き
ま
す
。
二
人
目
は
周
喩
で
す
。
周
喩
は
孔
明
と
戦
う
た
び
に
、

「
わ
し
は
孔
明
に
か
な
わ
な
い
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
三
人
目

は
司
馬
認
で
す
。
司
馬
餘
も
孔
明
と
知
略
を
闘
わ
せ
る
た
び
に
、

「
わ
し
は
孔
明
に
か
な
わ
な
い
」
と
嘆
息
し
ま
す
。
日
本
風
に
い
え
ば

「超

一
流
」
の
三
人
が
い
ず
れ
も
孔
明
に
は
お
手
上
げ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
孔
明
は
知
恵
の
化
身
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
第
二
は
、
忠
実
さ
で
す
。

そ
の
忠
実
さ
と
は
、
単
に
劉
備
に
対
し
て
忠
実
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
自
分
の
理
想
に
対
し
て
忠
実
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
漢
室
復
興
と
い
う
理
想
で
す
。
こ
の

二
点
が
歴
代
の
読
者
か
ら
敬
服
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
人
が
孔
明
を
好
き
な

理
由
で
も
あ
り
ま
す
。
知
恵
と
忠
実
さ
は
、
我
々
が
い
つ
ま
で
も
必
要
と
す
る
も
の
で
す
。」

④
周
喩
・
陸
遜

「
『
三
国
志
演
義
』
に
お
い
て
呉
に
関
す
る
描
写
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
読
者
が
よ
く
知

っ
て
い
る
呉
の
人
物
は
、
孫
策
・
孫
権
の
兄
弟
を
除

け
ば
、
四
人
の
司
令
官
ー
ー

—

周
喩
．

魯
粛
・

呂
蒙
・

陸
遜
で
し
ょ
う
。

彼
ら
は
い
ず
れ
も

当
時
の

一
流
の
人
材
で
し
た
。

総
合
的
に
見
れ
ば
、

こ
の
中
で
呉
に
対
す
る
貢
献
度
が
最
も
高
か

っ
た
の
は
、
周
喩
と
陸
遜
で
す
。
周
喩
に
対
し
て
孫
権
は
、

「
雄
オ
大
略
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

周
喩
は
ま
ず
孫
策
を
助
け
て
江
東
に
地
盤
を
築
か
せ
、

説
の
中
に
は
三
人
の

一
流
の
人
物
が
い
ま
す
。

③
諸
葛
亮
（
孔
明
）

そ
れ
か
ら
孫
権
を
輔
佐
し
て
政
権
を
強
固
に
さ
せ
ま
し
た
。
孫
権
は
ず
っ
と
周
喩
を
兄
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(
2
)
 

の
よ
う
に
慕
っ
て
い
ま
し
た
。
「
赤
壁
の
戦
い
」
の
際
、
周
喩
は
断
固
と
し
て
曹
操
と
の
決
戦
を
主
張
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
自
ら
軍
隊
を
率

い
て
曹
操
を
撃
ち
破
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
孫
権
も
自
分
の
地
位
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
孫
権
は
帝
位
に
即
い
た
時
に
、

「
わ
し
は
周
公
瑾

（公
琉
は
周
喩
の
字
）
が
い
な
か
っ
た
ら
、
帝
位
に
即
け
な
か
っ
た
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
孫
権
の
周
喩
に
対
す

四
人
の
司
令
官
の
中
で
陸
遜
の
最
大
の
特
徴
は
二
点
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
第

一
に、

『三
国
志
演
義
』
の
中
盤
か
ら
後
半
に
お
い
て
、
陸
遜
は

の
孔
明
に
対
抗
で
き
る
人
材
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
二

に
、
文
武
双
全
に
し
て
、
と
て
も
高
い
戦
略
眼
を
持
っ
て
い
た
こ

と
で
す
。
後
に
彼
は
呉
の
丞
相
（
宰
相
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
位
人
臣
を
極
め
た
わ
け
で
す
。
ゆ
え
に
孫
権
は
彼
を
非
常
に
重
ん
じ
ま
し
た
。

孫
権
は
、

「
周
公
瑾
に
は
誰
も
及
ば
な
い
。
た
だ
、
陸
遜
だ
け
は
公
謹
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私

に
言
わ
せ
れ
は
、
陸
遜
の
戦
略
眼
は
周
喩
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。」

「学
術
界
で
は
歴
史
上
の
曹
操
と

『三
国
志
演
義
』
の
曹
操
に
対
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
り
ま
す
。
私
の
曹
操
に
対
す
る
評
価
は
二
点

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第

一
に
、
曹
操
は
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
に
か
け
て
の
大
英
雄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
彼
は
傑
出
し
た
政
治

家
、
傑
出
し
た
軍
略
家
、
傑
出
し
た
文
学
者
で
す
。
第
二
に
、
曹
操
は
人
に
恐
怖
感
を
与
え
る
英
雄
て
あ
る
と
い
う
こ
と
。
彼
は
非
常
に
利
己

的
で
あ
り
、
他
人
を
疑
い
過
ぎ
る
か
ら
、
彼
と
友
達
に
な
る
の
は
無
理
で
す
。
こ
れ
が
私
の
曹
操
に
対
す
る
評
価
で
す
。

「三
国
志
」
を
題
材
に
し
た
映
画
や
ド
ラ
マ
に
あ
っ
て
も
、
曹
操
は
主
要
人
物
の

一
人
で
す
。
『
三
国
志
演
義
』
に
し
ろ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

(
3
)
 

に
し
ろ
、

『
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
』
の
よ
う
な
映
画
に
し
ろ
、
い
ず
れ
も
曹
操
の
こ
の

二
面
性
を
描
い
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
映
画
に

お
け
る
曹
操
は
、
監
督
が
現
代
の
観
衆
の
好
み
に
迎
合
す
る
た
め
な
の
で
し
ょ
う
か
、
俗
っ
ぽ
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。

⑤
曹
操

呉
に
お
け
る
唯

る
評
価
は
最
も
高
い
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
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ま
し
た
。

貶
め
て
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。」

一
人
の
美
女
を
得
る
た
め
で
は
な
く
、
天
下
を
統

一
す
る
た
め
で
す
。

例
え
ば
、

『
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
』
に
お
け
る
小
喬
が
曹
操
を
訪
ね
る
シ

ー
ン
で
す
。
小
喬
は
、
「
あ
な
た
は
私
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
南
征
し
て

き
た
の
で
す
か
」
と
問
い
、
「
こ
れ
以
上
戦
争
を
し
な
い
で
」
と
訴
え
ま
す
。
そ
し
て
、
剣
を
抜
い
て
自
別
し
よ
う
と
さ
え
し
ま
す
。
曹
操
は

そ
の
剣
を
奪
い
取
っ
て
、

「別
闇

（お
と
な
し
く
し
ろ
）
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ン
に
は
全
く
歴
史
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

江
東
の
美
女
で
あ
り
、
周
喩
の
妻
で
あ
る
小
喬
と
、
後
漢
末
の
太
尉
橋
玄
の
娘
と
を
混
同
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
橋
玄
は

一
〇
九
年
の
生
ま
れ

で
、
曹
操
よ
り
も
四
十
六
歳
年
上
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
橋
玄
に
娘
か
い
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
曹
操
よ
り
年
上
で
、

ど
ん
な
に
若
く
て
も

曹
操
と
ほ
ぽ
同
じ
年
齢
で
し
ょ
う
。
曹
操
は

一
五
五
年
の
生
ま
れ
で
す
か
ら
、

「赤
壁
の
戦
い
」
の
あ
っ
た

二
0
八
年
に
は
数
え
で
五
十
四
歳

で
し
た
。
だ
か
ら
、
橋
玄
に
娘
が
い
て
、
し
か
も
「
赤
壁
の
戦
い
」
の
時
も
存
命
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
五
、
六
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
周
喩
の
若
く
て
美
し
い
奥
さ
ん
の
小
喬
と
は
全
く
の
別
人
で
す
。
よ
っ
て
、

『
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
』
の
こ
の
シ
ー
ン
で
曹
操
は

「別
闇
」
と
言

っ
て
い
ま
す
が
、
む
し
ろ

「胡
閤

（デ
タ
ラ
メ
）」

な
の
で
す
。
こ
の
シ
ー
ン
は
歴
史
的
根
拠
が
な
い
ば
か
り
か
、
酋
操
を
貶
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
曹
操
が
大
軍
を
率
い
て
南
征
し
た
の
は
、

だ
か
ら
、
こ
の
シ
ー
ン
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
か
ら
い
っ
て
も
デ
タ
ラ
メ
で
あ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
描
写
か
ら
い
っ
て
も
曹
操
と
い
う
大
英
雄
を

⑥
曹
真

「曹
真
が
好
き
と
は
独
特
な
見
方
の
持
ち
主
で
す
ね
。
多
く
の
読
者
は
曹
魏
の
中
後
期
の
将
軍
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
あ
な
た
が
曹
真
を
好
き
な
こ
と
に
は
う
な
ず
け
ま
す
。
魏
の
文
帝
曹
王
は
死
に
際
し
て
、
四
人
の
大
臣
ー

暫
真

・
曹
休

・
陳
禁

・
司
馬

鯰
に
後
事
を
託
し
ま
し
た
。
曹
真

・
曹
休
は
魏
軍
の
司
令
官
で
あ
り
、
陳
睾

・
司
馬
鯰
は
文
官
で
す
。
当
時
の
曹
魏
は
二
方
面
と
敵
対
し
て
い

―
つ
は
曹
魏
の
西
南
に
位
置
す
る
蜀
漢
で
あ
り
、
も
う

一
っ
は
曹
魏
の
東
南
に
位
置
す
る
東
呉
で
す
。
明
帝
曹
叡
の
在
位
中
、
曹
魏
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⑦
劉
備

の
軍
隊
の
重
要
な
司
令
官
で
あ
る
曹
真
は
関
中

（
今
の
映
西
省
の
渭
河
流
域
地
区
。
四
方
を
函
谷
関
な
ど
四
つ
の
関
所
に
囲
ま
れ
て
い
た
）
に

駐
屯
し
て
蜀
漢
に
対
処
し
、
曹
休
は
揚
州
に
駐
屯
し
て
東
呉
に
対
処
し
て
い
ま
し
た
。
比
べ
て
み
る
と
、
曹
真
の
功
績
の
方
が
曹
休
よ
り
も
ず
っ

(4
)
 

と
上
で
す
。
孔
明
の

「第

一
次
北
伐
」
の
時
、
曹
魏
方
面
の
司
令
官
は
曹
真
で
し
た
。
当
時
、
司
馬
餘
は
荊
州
の
南
陽

（河
南
省
南
陽
市
）
に

駐
屯
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

『三
国
志
演
義
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
曹
真
が
孔
明
に
敗
北
し
た
後
で
司
馬
鯰
が
魏
軍
を
率
い
た
わ
け
で

(
5
)
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
は
、
曹
真
と
そ
の
武
将
の
張
部
が

「街
亭
の
戦
い
」
で
馬
談
を
破
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
蜀
軍
は
撤
退
に
追
い

込
ま
れ
ま
し
た
。
趙
雲
が
率
い
て
い
た
部
隊
も
曹
真
に
撃
ち
破
ら
れ
て
い
ま
す
。

得
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、
曹
真
は
冷
静
沈
着
で
謙
虚
な
司
令
官
で
し
た
。
部
下
を
信
任
し
て
重
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
彼
の
長
所
の

(
6
)
 

一
方
、
曹
休
は

「石
亭
の
戦
い
」
で
陸
遜
に
大
敗
を
喫
し
、
率
い
て
い
た
十
万
の
兵
の
う
ち
、
七
、
八
万
を
失
い
ま
し
た
。

曹
休
は
恥
ず
か
し
さ
と
後
悔
か
ら
、
病
を
発
し
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
両
者
の
比
較
か
ら
、
曹
真
は
曹
王
と
曹
叡
の
時
代
に
お
け
る
曹
魏
の

最
も
優
秀
な
司
令
官
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
曹
真
は
孔
明
の

「第
一
次
北
伐
」
時
に
は
勝
利
を

で
す
か
ら
、
曹
真
に
注
目
す
る
と
は
な
か
な
か
の
も
の
で
す
。

残
念
な
の
は
、
曹
真
の
息
子
の
曹
爽
が
あ
ま
り
に
も
情
け
な
い
こ
と
で
す
。
魏
の
明
帝
曹
叡
は
臨
終
の
際
、
曹
爽
と
司
馬
鯰
に
後
事
を
託
し

て
い
ま
す
が
、

曹
爽
は
平
凡
で
無
能
で
し
た
。
十
年
後
、
司
馬
認
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
さ
れ
て
、

曹
爽
の
一
家
全
て
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
以
後
、

曹
魏
の
大
権
は
司
馬
鯰
の
手
に
握
ら
れ
ま
し
た
。
司
馬
鯰
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
時
、
曹
爽
の
謀
士
で
知
恵
袋
と
い
わ
れ
た
桓

範
は
、

「曹
子
丹
（
子
丹
は
曹
真
の
字
）

は
立
派
な
人
物
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
子
は
豚
の
よ
う
に
ま
ぬ
け
だ
」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
曹
真
は
優

秀
な
司
令
官
で
し
た
が
、
優
秀
な
後
継
者
を
育
て
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、

残
念
な
こ
と
で
す
。」

「劉
備
は
数
百
年
に
わ
た
っ
て

『三
国
志
演
義
』
の
読
者
に
好
か
れ
て
き
た
人
物
で
す
。
『
三
国
志
演
義
』
の
劉
備
は
中
国
文
学
史
上
、

―
っ
と
い
え
ま
す
。

そ
れ
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ま
で
に
な
か
っ
た
明
君
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
『
三
国
志
演
義
』
以
後
の
小
説
に
お
い
て
も
彼
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
明
君
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
い
ま
せ
ん
。
現
代
の
学
術
界
や
読
者
の
間
で
は
、
劉
備
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
の
論
争
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
は
主
に
劉

備
の

一
部
の
行
為
が
偽
善
的
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
ま
す
が
、

実
は
そ
の
よ
う
に
主
張
す
る
人
ほ
ど
真
剣
に

『三
国
志
演
義
』
を
読
ん
で
い
な

い
の
で
す
。
ど
う
し
て
み
な
が
劉
備
を
好
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
根
本
的
な
二
つ
の
点
に
お
い
て
、

『三
国
志
演
義
』
の
劉
備
像
が
民

衆
の
期
待
す
る
明
君
像
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
昔
か
ら
民
衆
が
抱
い
て
き
た
明
君
像
と
は
如
何
な
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

を
愛
す
る
こ
と
で
す
。
『
三
国
志
演
義
』
に
お
い
て
、
劉
備
ほ
ど
民
を
愛
す
る
人
物
は
い
ま
せ
ん
。
当
陽
長
坂
披
（
湖
北
省
当
陽
市
東
北
）

(7
)
 

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
思
い
起
こ
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
十
数
万
の
民
を
引
き
連
れ
、

一
日
に
十
数
里
し
か
進
め
な
い
危
険
な
状
況
で
も
民
を
見
捨
て

(
8
)
 

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う

―
つ
は
、
人
材
を
愛
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
は

「三
顧
の
礼
」

の
エ
ビ
ソ
ー
ド
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
す
。
「
三
顧
の
礼
」
の
時
、
孔
明
は
現
在
の
数
え
方
で
二
十
六
歳
で
し
た
。
し
か
も
、
学
歴
は
な
く

（孔

明
の
学
歴
は
皆
さ
ん
以
下
で
す
）
、
何
の
功
績
も
な
く
、
何
の
著
作
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
劉
備
は
孔
明
よ
り
二
十
歳
年
上
で
す
。
劉
備
は
自
分
を
輔
佐
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
回
百
里
以
上
の
道
の
り
も
苦
と
せ
ず
に
孔
明
を

訪
ね
ま
し
た
。
以
後
、
孔
明
を
非
常
に
信
任
し
て
重
用
し、

の

そ
の
信
頼
は
ず
っ
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
劉
備
が
人
材
を
大
事

に
し
た
こ
と
は
、
今
日
で
も
多
く
の
若
者
が
憧
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
民
を
愛
し
、
人
材
を
愛
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
劉
備
は
読
者
に
と
っ

て
明
君
の
鑑
と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
歴
史
上
の
劉
備
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
『
三
国
志
演
義
』
に
描
か
れ
る
劉
備
の

二
つ
の
長
所
は
、
歴
史
上
の
劉
備
に
も
あ
て
は
ま
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
上
の
劉
備
も
真
の
明
君
と
い
え
ま
す
。
や
は
り
、
民
と
人
材
を
愛
し
た
の
で
す
。
た
だ
、
歴
史
上
の
劉
備
は

「果

雄
」
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
こ
の
呆
雄
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

や
や
複
雑
で
す
。
勇
猛

．
凶
悪
に
し
て
忍
耐
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
か
。
歴
史
上
の
劉
備
は
明
君
で
あ
り
、
ま
た
果
雄
で
も
あ
り
ま
し
た
。
巣
雄
の
一
面
が
分
か
る
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。「
赤
壁
の
戦
い
」

一
方
、
劉
備
は
天
下
に
名
を
知
ら
れ
た
大
英
雄
で
す
。

ー
つ
は
、
民
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⑧
孫
策

の
時
、
劉
備
は
四
十
八
歳
で
し
た
が
、

一
方、

そ
れ
で
も
軍
を
率
い
て
前
線
に
出
て
い
ま
し
た
。
劉
備
と
曹
操
が
漢
中
（
映
西
省
漢
中
市
）
を
め
ぐ
っ

て
争
っ
た
時
、
彼
は
も
う
五
十
八
歳
で
あ
り
、
戦
況
は
緊
迫
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
前
線
に
出
て
戦
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
当
時
の
人
々

は
劉
備
を

「老
兵
」
と
呼
ん
だ
の
で
す
。
よ
っ
て
、
劉
備
は
確
か
に
簗
雄
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

『三
国
志
演
義
』
は
主
に
劉
備
の
明
君
と

し
て
の

一
面
を
強
調
し
て
、
呆
雄
と
し
て
の

一
面
を
ほ
と
ん
ど
描
き
ま
せ
ん
。
ま
る
で
孔
明
に
頼
り
っ
き
り
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
ま
す
。

戦
い
の
た
び
に
孔
明
が
将
兵
を
動
か
し
、
劉
備
は
何
も
言
わ
な
い
か
、

「
そ
の
よ
う
に
い
た
せ
」
と

一
言
発
す
る
だ
け
で
す
。
こ
う
描
か
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
劉
備
の
人
物
像
は
魅
力
を
減
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
点
は

『三
国
志
演
義
』
の
劉
備
像
の
短
所
と
い
え
ま
す
。」

「多
く
の
読
者
は

『三
国
志
演
義
』
を
熟
読
し
て
い
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
東
呉
の
歴
史
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。
東
呉
の

天
下
は
、
実
際
に
は
主
に
孫
策
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

『三
国
志
演
義
』
に
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。
歴
史
上
の
孫
堅
（
孫
策
の
父
）
は
呉
郡
富
春
県
、
今
の
浙
江
省
杭
州
市
富
陽
区
の
人
で
す
。
し
か
し
、
官
途
に
つ
い
て
か
ら
は
、
ず
っ

と
よ
そ
の
土
地
で
役
人
を
し
て
い
ま
し
た
。
董
卓
討
伐
の
時
に
は
長
沙
太
守
で
し
た
。
長
沙
（
湖
南
省
長
沙
市
）
は
荊
州
に
属
し
ま
す
。

江
東
は
揚
州
に
属
し
ま
す
。
長
沙
太
守
で
あ
っ
た
時
、
彼
は
主
に
哀
術
を
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

『後
漢
書
』

で
は

「哀
術
の
将
孫
堅
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
彼
は
江
東
に
は
全
く
地
盤
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

孫
策
は
二
十
歳
の
時
に
哀
術
か
ら
独
立
し
、
自
ら
の
政
権
を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
た
っ
た

二
、
三
年
の
う
ち
に
、
彼
は
江
東
六
郡
、
す
な
わ

ち
揚
州
の
大
部
分
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
当
時
に
お
い
て
最
も
早
く
勢
力
を
拡
大
し
た
英
雄
と
い
え
ま
す
。
後
に
彼
は
狩
猟
中
に
襲
わ
れ
て
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
く
の
不
慮
の
出
来
事
で
、
享
年
二
十
五
歳
で
し
た
。
し
か
し
、

二
十
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
数
年
間
で
広
大

な
領
土
を
手
に
入
れ
た
の
で
す
か
ら
、
立
派
な
こ
と
で
す
。
曹
操
で
さ
え
も
、
彼
は
獅
子
の
よ
う
に
勇
猛
た
と
評
し
て
い
ま
す
。

『三
国
志
演
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た
か
、
重
要
な
局
面
で
恐
る
べ
き
献
策
を
し
て
い
る
の
で
す
。

義
』
は
彼
を

「
小
覇
王
」
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
楚
漢
戦
争
で
有
名
な
項
羽
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
項
羽
も

三
十
歳
と
い
う
若
さ
で
死
ん
で
い
ま
す
。
し
か
も
項
羽
は
秦
を
滅
ぽ
す
の
に
大
功
を
立
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
項
羽
と
比
べ
て
み
る
と
、
人
材

の
活
用
と
い
う
面
に
お
い
て
は
孫
策
の
方
が
ず
っ
と
優
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
孫
策
は
当
時
に
お
け
る
非
常
に
優
秀
な
青
年
英
雄
と
い

え
ま
す
。」

「
司
馬
鯰
と
い
う
人
物
は
、

「三
国
志
」
の
後
期
の
人
物
の
中
で
は
非
常
に
有
名
で
あ
り
、
曹
魏
に
お
い
て
唯

一
、
孔
明
に
対
抗
で
き
る
人
物

と
い
え
ま
す
。
彼
は
孔
明
よ
り
二
歳
年
上
で
す
。
彼
は
曹
操
の
時
代
に
出
仕
し
ま
し
た
が
、
内
心
で
は
曹
操
を
嫌
っ
て
い
ま
し
た
。
無
理
や
り

配
下
に
加
え
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
結
局
、
曹
操
の
時
代
は
重
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

重
要
な
局
面
で
非
凡
な
才
能
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
曹
操
が
張
魯
を
破
っ
て
漢
中
を
手
に
入
れ
た
時
、
司
馬
認
は
劉
嘩
と
共
に

一
気
に
巴
蜀
も
攻
め
取
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
漢
中
は

巴
蜀
と
隣
り
合
っ
て
お
り
、
漢
代
に
は
益
州
に
属
す
る

―
つ
の
郡
で
し
た
。
惜
し
い
こ
と
に
曹
操
は
そ
の
策
を
容
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

は
恐
る
べ
き
策
で
す
。
も
う

―
つ
は
、

ニ

―
九
年
に
関
羽
が
北
上
し
、
曹
仁
（
曹
操
の
従
弟
）
を
包
囲
し
た
時
で
す
。
関
羽
の
勢
力
は
瞬
く
間

に
拡
大
し
、
黄
河
中
流
域
の
武
装
勢
力
も
関
羽
に
呼
応
し
ま
し
た
。
曹
操
は
大
い
に
脅
威
を
感
じ
、
遷
都
し
て
関
羽
の
矛
先
を
避
け
よ
う
と
し

た
ほ
ど
て
す
。
当
時
の
都
の
許
都

（河
南
省
許
昌
市
）
が
曹
仁
の
守
る
焚
城
（
湖
北
省
襄
陽
市
）
か
ら
近
か
っ
た
か
ら
で
す
。
司
馬
鯰
は
遷
都

に
反
対
し
ま
し
た
。
孫
権
を
籠
絡
し
て
関
羽
の
背
後
を
襲
わ
せ
れ
は
よ
い
と
献
策
し
た
の
で
す
。
果
た
し
て
孫
権
は
曹
操
に
籠
絡
さ
れ
て
、
当

時
の
総
司
令
官
で
あ
っ
た
呂
蒙
を
派
遣
し
ま
し
た
。
結
果
、
関
羽
は
呂
蒙
に
荊
州
を
奪
わ
れ
、
敗
北
し
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
時
の
司
馬
諮
の
策
も
恐
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
司
馬
認
は
曹
操
の
配
下
の
中
で
地
位
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

⑨
司
馬
諮
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皇
帝
殺
し
ま
で
し
て
い
ま
す
。

に
そ
う
な
ふ
り
を
し
つ
つ
、

ひ
と
た
び
機
会
が
訪
れ
る
や
、

曹
操
に
及
び
ま
せ
ん
。

―
つ
は
、
司
馬
鯰
が

「鷹
視
狼
顧
」
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
鷹
視
」

曹
否
が
即
位
し
て
後
、
司
馬
鯰
の
地
位
は
一
気
に
高
く
な
り
ま
し
た
。
執
政
大
臣
の

一
人
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
曹
叡
の
時
代
に
は
曹

魏
に
お
け
る
第

一
級
の
人
物
と
な
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
も
い
っ
た
よ
う
に
、
孔
明
に
対
抗
で
き
た
唯

一
の
存
在
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
曹
叡
は

臨
終
に
際
し
て
、
政
権
を
司
馬
認
と
曹
爽
に
託
し
ま
し
た
。
十
年
後
、
司
馬
認
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
曹
爽
の

一
味
を
滅
ぼ
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
司
馬
認
は
曹
魏
の
中
後
期
に
お
け
る
極
め
て
重
要
な
人
物
な
の
で
す
。

一
方
、
司
馬
終
は
病
が
重
く
て
今
に
も
死

し
か
し
、
彼
も
権
力
を
握
っ
て
か
ら
曹
操
と
同
じ
二
つ
の
側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
優
れ
た
英
雄
と
し
て
の

一
面
と
人
に
恐
怖
感

を
与
え
る
英
雄
と
し
て
の

一
面
で
す
。
た
だ
、
曹
操
と
比
べ
る
と
、
彼
の
英
雄
と
し
て
の
側
面
は
、
才
能

・
見
識

・
気
塊
の
ど
れ
を
取
っ
て
も

一
方
、
彼
の
残
忍
さ
は
時
に
曹
操
以
上
で
し
た
。
曹
爽
と
共
に
十
年
間
国
事
を
預
か
り
ま
し
た
が
、
曹
爽
は
自
分
の
無

能
さ
を
自
覚
し
て
司
馬
餘
を
警
戒
し
て
い
た
も
の
の
、
司
馬
認
を
殺
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
気
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
ま
し
た
。
司
馬
鯰
は
曹
爽
の
も
と
に
使
者
を
派
遣

し
て
、
兵
権
さ
え
渡
し
て
く
れ
れ
ば
危
害
は
加
え
な
い
と
言
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
曹
爽
が
兵
権
を
引
き
渡
す
と
、
掌
を
返
し
た
よ
う
に
曹
爽

兄
弟
や
そ
の
腹
心
、
お
よ
び
そ
の

一
族
数
百
人
を
皆
殺
し
に
し
ま
し
た
。
子
供
さ
え
も
見
逃
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
司
馬
終
が
い
か
に
凶
悪
残
忍

で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
司
馬
認
の
死
後
は
長
男
の
司
馬
師
が
皇
帝
を
廃
し
て
お
り
、
司
馬
師
の
跡
を
継
い
だ
弟
の
司
馬
昭
に
い
た
っ
て
は

司
馬
終
の
恐
ろ
し
さ
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
さ
ら
に
二
つ
あ
り
ま
す
。

と
は
、
鷹
の
よ
う
な
鋭
い
目
を
指
し
、

「狼
顧
」
と
は
、
体
は
そ
の
ま
ま
に
首
だ
け
後
ろ
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
恐
ろ
し
い
で
し
ょ

う
。
鷹
の
よ
う
な
目
を
し
た
人
が
首
だ
け
後
ろ
に
向
け
る
ん
で
す
よ
。
さ
ら
に
恐
る
ぺ
き
は
、
司
馬
認
の
玄
孫
で
東
晋
の
第
二
代
皇
帝
で
あ
る

明
帝
司
馬
紹
が
、
臣
下
の
王
祁
か
ら
司
馬
氏
が
ど
の
よ
う
に
し
て
権
力
を
得
た
の
か
を
聞
き
、
顔
を
寝
台
に
伏
せ
て
、

「
も
し
そ
れ
が
本
当
な

ら
、
国
を
長
く
保
て
る
は
ず
が
な
い
」
と
言
っ

た
こ
と
で
す
。
子
孫
で
す
ら
、
司
馬
鯰
の
残
忍
さ
に
恐
れ
を
な
し
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
司
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馬
蛉
は
曹
操
ほ
ど
の
英
雄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
曹
操
よ
り
も
恐
ろ
し
い
人
物
だ
と
い
え
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
司
馬
鯰
に
注

目
し
て
も
い
い
し
、
司
馬
認
を
研
究
し
て
も
い
い
け
れ
ど
も
、
司
馬
鯰
の
よ
う
な
人
物
が
本
当
に
好
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
じ
っ
く
り
考
え

「華
佗
は

『三
国
志
演
義
』
に
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
読
者
に
深
い
印
象
を
与
え
る
医
者
で
す
。
華
佗
が
深
い
印
象
を
与
え
る
の
は
、

（
き
っ

と
多
く
の
人
は
正
史
の
華
佗
の
伝
記
を
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

正
史

『三
国
志
』
に
華
佗
の
伝
記
が
あ
る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん

う
）
。
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
華
佗
が
読
者
に
興
味
と
敬
意
を
抱
か
せ
る
か
ら
で
す
。
『
三
国
志
演
義
』
に
は
華
佗
の
医
療
技
術
の
高
さ
を

―
つ
目
は
、
孫
権
が
十
六
歳
の
時
の
こ
と
で
す
。
あ
る
県
を
守
っ
て
い
て
武
装
勢
力
の
襲
撃
に
遭
い
ま
し
た
。
周
泰
が
危
険
を
顧
み
ず
孫
権

を
救
い
ま
す
が
、
全
身
に
傷
を
負

っ
て
、
命
が
危
う
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
誰
も
が
周
泰
は
も
う
死
ぬ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
あ
る
人
が

神
医
華
佗
を
推
薦
し
ま
す
。
孫
権
は
す
ぐ
に
華
佗
を
招
い
て
周
泰
の
治
療
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
す
る
と
、
周
泰
は
す
ぐ
に
回
復
し
ま
し
た
。

誰
も
が
死
ぬ
と
思
っ

て
い
た
周
泰
が
、
華
佗
の
治
療
で
簡
単
に
治
っ
た
こ
と
は
、

読
者
に
深
い
印
象
を
与
え
ま
す
。

二
つ
目
は
、
関
羽
の
傷
を
治
す
場
面
で
す
。
関
羽
は
曹
操
が
派
遣
し
た
七
軍
を
水
攻
め
に
し
、
奥
城
を
包
囲
し
ま
す
が
、
曹
仁
の
放
っ
た
毒

矢
を
腕
に
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
腕
は
腫
れ
上
が
り
、
青
龍
個
月
刀
も
持
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
誰
も
が
こ
の
腕
は
も
う
役
に
立
た
な
く
な
っ

た
と
思
い
、
養
子
の
関
平
は
撤
退
を
進
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
関
羽
は
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
華
佗
が
自
ら
関
羽
の
も
と
を
訪
れ

た
の
で
す
。
そ
し
て
腕
を
切
り
開
い
て
骨
の
毒
を
削
り
取
る
、
あ
の
有
名
な
手
術
を
行
な
い
ま
し
た
。
術
後
、
関
羽
の
腕
は
す
ぐ
に
自
在
に
動

か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
虚
構
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
華
佗
は
二
0
八
年
に
曹
操
に
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

示
す

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。

⑩
華
佗

た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
よ
。」
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一
方
、
歴
史
上
で
関
羽
か
骨
の
毒
を
削
り
取
る
手
術
を
受
け
た
の
は
ニ―

九
年
て
す
。
十

一
年
も
開
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の

人
は
史
実
を
知
り
ま
せ
ん
か
ら
、
華
佗
の
医
術
は
本
当
に
す
ご
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

三
つ
目
は
、
死
期
の
迫
っ
た
曹
操
が
持
病
の
頭
痛
を
治
療
さ
せ
る
た
め
に
華
佗
を
呼
ぶ
シ
ー
ン
で
す
。
華
佗
は
鋭
利
な
斧
で
頭
を
切
っ
て
病

根
を
取
り
除
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
現
代
の
医
療
技
術
で
あ
れ
ば
、
特
に
問
題
の
な
い
手
術
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
曹
操
は
頭
を
切
っ
た
ら

生
き
て
い
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
と
考
え
、
華
佗
が
自
分
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
決
め
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
華
佗
が
関
羽
の
治
療
を
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
関
羽
の
仇
を
討
と
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
込
み
、

こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
ず
れ
も
華
佗
の
非
常
に
神
秘
的
な
医
術
に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。
古
代
は
科
学
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

常
人
の
域
を
超
え
た
華
佗
の
医
術
は
人
々
に
と
っ
て
非
常
に
神
秘
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
華
佗
に
関
す
る
物
語
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

で
は
、
歴
史
上
の
華
佗
は
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
華
佗
と
曹
操
は
同
郷
人
で
す
。
い
ず
れ
も
今
の
安
徽
省
奄
州
市
の
人

で
す
。
曹
操
は
華
佗
が
優
れ
た
医
者
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
権
力
を
握
る
と
自
分
の
も
と
で
働
か
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
曹
操
の

も
と
で
ず
っ
と
働
い
て
い
る
と
、
故
郷
が
恋
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
願
い
出
ま
し
た
。
そ
し
て
二
度
と
戻
っ
て
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
曹
操
は
人
に
恐
怖
感
を
与
え
る
英
雄
で
す
か
ら
、
彼
の
も
と
で
働
く
の
は
危
険
な
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

曹
操
は
迎
え
を
寄
こ
し
ま
す
が
、
華
佗
は
家
族
や
自
分
の
健
康
が
す
ぐ
れ
な
い
と
言
っ
て
応
じ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
曹
操
は
容
易
に
は
だ
ま
さ

れ
ま
せ
ん
。
人
を
派
遣
し
て
華
佗
が
仮
病
を
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
調
ぺ
上
げ
ま
し
た
。
曹
操
は
つ
い
に
華
佗
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
ま
し
た
。

処
刑
の
際
、
曹
操
の
謀
士
で
あ
る
荀
或
が
、
華
佗
の
医
術
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
思
い
止
ま
る
よ
う
諫
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
曹
操

は
過
去
の
他
の
独
裁
者
と
同
様
に
横
暴
で
、
優
れ
た
医
者
な
ら
ほ
か
に
も
い
る
と
言

っ
て
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
華
佗
を
処
刑
し
て
間
も

な
く
、
曹
操
が
最
も
愛
し
て
い
た
息
子
の
曹
沖
が
重
病
に
か
か
り
ま
し
た
。

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
虚
構
て
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

す
。

で
も
、
誰
に
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
曹
沖
は
病
が
悪

つ
い
に
華
佗
を
殺
し
ま
す
。
関
羽
の
治
療
が
虚
構
で
あ
る
以
上
、
こ
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化
し
て
死
に
ま
し
た
。
わ
ず
か
十
三
歳
で
し
た
。
曹
操
が
華
佗
を
殺
し
た
こ
と
を
後
悔
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

は
曹
操
が
自
ら
招
い
た
悲
劇
で
す
。
歴
史
上
の
華
佗
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
っ
た
ら
、
正
史

『
三
国
志
』
方
技
伝
を
見
て
下
さ
い
。
そ
の
最

続
い
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

II
に
所
属
す
る
学
生

一
名
が
卒
業
研
究
の
中
間
発
表
を
行
な
っ
た
。
そ
の
テ
ー
マ
が

『三
国
志
演
義
』
の
創
作
方
法

に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
沈
伯
俊
氏
か
ら

『三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
史
実
と
虚
構
の
関
係
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
っ

た
。
以
下
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。

「『三
国
志
演
義
』
が
人
物
を
描
く
時
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
い
る
か
、

そ
れ
は
史
実
と
虚
構
の
関
係
の
処
理
と
い
う
点
に
尽
き
ま
す
。

『三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
人
物
を
描
く
た
め
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
特
に
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
虚
構
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
精
彩
を
放
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
ほ
ど
虚
構
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
百
パ

ー
セ
ン
ト
虚
構
で
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
『
三
国
志
演
義
』
が
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
作
り
上
げ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
史
書
の
内
容
に
完
全
に
束
縛
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
方
法
を
以
下
に
挙
げ
ま
す
。

―
つ
目
の
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
方
法
は
、

「移
花
接
木
」
、
す
な
わ
ち
あ
る
人
物
の
行
な
い
を
別
の
人
物
の
行
な
い
と
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

(9
)
 

そ
の
例
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

「督
郵
を
鞭
打
つ
」
で
す
。
史
書
の
記
載
で
は
督
郵
を
鞭
打
っ
た
の
は
劉
備
で
す
が
、

『三
国
志
演
義
』

の
中
で
は
張
飛
が
督
郵
を
鞭
打
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
の
利
点
は
、
劉
備
を
明
君
と
し
て
描
け
る
こ
と
で
す
。
寛
大
で
温

厚
な
明
君
の
劉
備
が
勝
手
気
ま
ま
に
人
を
殴
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
彼
に
殴
ら
せ
た
ら
彼
を
粗
暴
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
張
飛
は
火
の
よ
う
に
激
し
い
気
性
て
す
か
ら
、

督
郵
を
殴
ら
せ
る
の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
て
張
飛
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
際

二
、
『
三
国
志
演
義
』

初
に
華
佗
の
伝
が
あ
り
ま
す
。」

の
創
作
方
法
史
実
と
虚
構
の
関
係
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た
の
で
す
。
こ
れ
が
「
改
造
加
工
」
で
す
。

二
つ
目
の
方
法
は
、
「
改
造
加
工
」
で
す
。
歴
史
上
、
確
か
に
あ
っ
た
こ
と
を
小
説
で
史
実
と
大
き
く
変
え
て
描
い
た
り
、
実
際
に
あ
っ
た

こ
と
で
は
な
い
も
の
の
、

そ
の
よ
う
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
小
説
の
中
で
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
描
い
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

(IO
)
 

そ
の
最
た
る
例
が

「
空
城
の
計
」
で
す
。
「
空
城
の
計
」
は
正
史

『三
国
志
』
諸
葛
亮
伝
の
斐
松
之
注
に
見
え
ま
す
。
私
は
中
国
で
よ
く
注
意

喚
起
し
て
い
る
の
で
す
が
、
多
く
の
学
者
は
裟
注
に
見
え
る
資
料
を
す
べ
て
真
実
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

装
注
は
他
の
古
典
に
見
え
る
注
と
迎
い
ま
す
。
多
く
の
古
典
の
注
は
説
明
、
解
釈
で
す
が
、
斐
注
は
主
に
異
な
る
史
料
の
識
別
と
比
較
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
正
史

『三
国
志
』
諸
葛
亮
伝
の
装
注
に
、
晋
代
の
郭
沖
と
い
う
人
が
述
べ
た

「空
城
の
計
」
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
が
引
か
れ
て
い
ま
す
。

「第

一
次
北
伐
」
の
時
、
孔
明
は
魏
延
に
大
軍
を
率
い
て
先
発
さ
せ
、
自
分
は
後
か
ら
合
流
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
敵
の
司
馬
認
と
遭
遇
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
孔
明
の
兵
力
は
少
な
く
て
弱
く
、
司
馬
鯰
は
大
軍
を
率
い
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
孔
明
は

「空
城
の
計
」
を
用
い
た
と
い
う
の
で
す
。
裟
松
之
は
こ
の
引
用
の
す
ぐ
後
で
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
事
実
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
孔
明
の

「
第

一
次
北
伐
」
の
時
、
司
馬
蛉
は
ま
だ
河
南
に
い
ま
し
た
。
孔
明
の
い
た
映

西
省
の
陽
平
は
、
司
馬
蛉
の
い
た
河
南
と
は
遠
く
離
れ
て
お
り
、
対
陣
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
だ
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
羅
貫
中
は
、
確
か

に
こ
れ
は
史
実
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
素
晴
ら
し
い
小
説
の
材
料
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
と
て
も
精
彩
を
放
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
上
げ

三
つ
目
は

「合
理
延
伸
」
で
す
。「
合
理
延
伸
」
と
は
、
史
書
の
中
に
記
載
は
あ
っ
て
も
、
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
ま
で
は
記
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
物
語
上
の
要
請
に
基
づ
き
、
ま
た
、
読
者
の
心
理
に
基
づ
き
、
作
者
が
そ
れ
を
気
ま
ま
に
作
り
出
す
こ
と
で
す
。
例
を
挙
げ
ま

し
ょ
う
。
「
赤
壁
の
戦
い
」
の
一
番
の
鍵
は
何
か
。
そ
れ
は
黄
蓋
の
偽
り
の
降
服
で
す
。
黄
蓋
が
曹
操
に
偽
り
の
降
服
を
申
し
出
た
こ
と
は
史

書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黄
蓋
が
ど
の
よ
う
に
曹
操
と
連
絡
を
取
っ
た
の
か
、
ま
た
、
曹
操
が
ど
う
し
て
そ
れ
を
信
用
し
た
の
か
に
つ
い
て

立
ち
、
劉
備
の
明
君
と
し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
守
れ
る
の
で
す
。
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も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
が

「踵
事
増
華
」
で
す
。

目
は
、
孔
明
の
甑
に
向
か
う
途
中
で
、
や
は
り
孔
明
の
親
友
の
孟
公
威
と
石
広
元
に
出
会
い
ま
す
。
孔
明
の
麿
に
は
弟
の
諸
葛
均
し
か
お
ら
ず
、

劉
備
が
が
っ
か
り
し
て
帰
る
時
に
孔
明
の
岳
父
の
黄
承
彦
と
会
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
描
く
目
的
は
何
で
し
ょ
う
か
。
毛
宗
i

岡
も
評
し
て
い
ま

す
が
、
孔
明
の
友
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
立
派
で
あ
り
、
弟
は
あ
か
抜
け
て
い
て
、
岳
父
は
風
格
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
で
も
こ
れ
だ
け
立
派
な
の

だ
か
ら
、
孔
明
は
も
っ
と
立
派
な
人
物
に
違
い
な
い
と
読
者
の
期
待
を
否
が
応
で
も
高
め
る
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も
、

三
回

目
に
し
て
よ
う
や
く
孔
明
が
在
宅
で
あ
っ
て
も
、
劉
備
は
す
ぐ
に
は
孔
明
に
会
え
ま
せ
ん
。
孔
明
は
昼
寝
を
し
て
お
り
、
劉
備
は
外
で
孔
明
の

目
覚
め
を
待
ち
ま
す
。
孔
明
は
目
が
覚
め
て
も
、
ま
ず
詩
を
吟
じ
、
さ
ら
に
衣
服
を
着
替
え
て
か
ら
よ
う
や
く
劉
備
と
対
面
し
ま
す
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
史
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、

「三
顧
の
礼
」
の
過
程
と
い
う
の
は
、
完
全
に

『三
国
志
演
義
』
が
作
り
上
げ
た

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
小
説
で
は
、

)の

「三
回
」
の
具
体
的
な
過
程
は
ど
う

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
読
者
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
作
者
は
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
そ

(
11
)

（

12) 

の

一
っ
は

「苦
肉
の
計
」
、
も
う

一
っ
は

「閾
沢
、
偽
り
の
降
服
文
書
を
届
け
る
」
で
す
。
さ
ら
に
読
者
は
、
赤
壁
（
湖
北
省
赤
壁
市
）
で
火

攻
め
を
か
け
ら
れ
た
時
、
ど
う
し
て
曹
操
軍
の
船
は
全
滅
を
避
け
る
た
め
に
分
散
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
疑
問
を
抱
く
で
し
ょ
う
。

(13) 

そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
の
が

「寵
統
、
巧
み
に
連
環
の
計
を
授
け
る
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
物
語
上
の
要
請
、
読

者
の
心
理
的
要
請
に
応
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
読
者
は
リ
ア
ル
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
物
語
も
精
彩
を
放
つ
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

四
つ
目
は

「
踵
事
増
華
」
で
す
。
「
踵
事
増
華
」
と
は
、
史
書
に
は
簡
潔
に
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
小
説
で
発
展
さ
せ
、
精
彩
を
放

つ
物
語
に
仕
立
て
る
こ
と
で
す
。
際
立
っ
た
例
は

「三
顧
の
礼
」
で
す
。
「
三
顧
の
礼
」
は
史
書
で
は
、
「劉
備
は
そ
こ
で
孔
明
の
も
と
を
訪
れ

た
が
、

三
回
通
っ
て
、
や
っ
と
会
え
た
」
と
、
非
常
に
簡
単
に
し
か
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
は
、

一
回
目
、
孔
明
に
会
え
な
か
っ
た
劉
備
は
、
帰
る
途
中
で
孔
明
の
親
友
の
雀
州
平
に
会
い
ま
す
。
二
回
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J

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
史
書
に
見
え
な
い
虚
構
で
す
。

五
つ
目
は

「憑
空
虚
構
」
で
す
。
「
憑
空
虚
構
」
と
は
、
史
書
に
全
く
記
載
が
な
い
こ
と
を
小
説
が
必
要
に
応
じ
て
作
り
出
す
こ
と
で
す
。

例
と
し
て
は

「曹
操
、
董
卓
を
刺
さ
ん
と
す
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
と
て
も
有
名
で
す
が
、
完
全
に
虚
構
で
す
。
正
史

『三
国
志
』
武
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
董
卓
は
曹
操
を
騎
騎
校
尉
に
任
命
し
、
彼
と
諸
事
を
相
談
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
彼
を
味
方
に
抱
き
込
も
う

と
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
曹
操
は
董
卓
と
悪
事
を
働
き
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
こ
っ
そ
り
と
自
ら
の
故
郷
に
逃
げ
去
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

董
卓
と
衝
突
す
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
し
て
や
査
卓
を
刺
殺
し
よ
う
と
す
る
な
ん
て
こ
と
は
。
史
書
の
記
載
は
非
常

一
方
、
小
説

『三
国
志
演
義
』
で
は
、
董
卓
は
入
京
後
、
少
帝
を
廃
し
て
献
帝
を
立
て
、
宮
女
を
犯
し
て
無
率
の

民
を
殺
し
た
た
め
、
誰
も
が
彼
を
恨
み
、
ま
た
恐
れ
て
も
い
ま
し
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
曹
操
だ
け
か
董
卓
を

刺
し
殺
そ
う
と
立
ち
上
が
り
ま
す
。
た
だ
し
、
曹
操
は
張
飛
と
違
い
、
機
知
に
富
む
人
物
で
す
。
彼
は
こ
の
た
め
に
七
宝
刀
を
借
り
ま
し
た
。

何
の
た
め
で
し
ょ
う
。
も
し
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
場
合
、
刀
を
献
上
す
る
と

い
う
こ
と
を
名
目
に
で
き
る
か
ら
で
す
。
董
卓
は
背
が

と
て
も
高
く
、
腕
力
も
あ
り
ま
す
。
対
し
て
、
曹
操
は
背
が
低
く
、
史
書
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
説
で
は
七
尺
、

つ
ま
り

一
六
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
背
よ
り
少
し
高
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
曹
操
に
と
っ
て
董
卓
を
刺
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

果
た
し
て
曹
操
が
董
卓
を
剌
し
殺
そ
う
と
し
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
董
卓
に
刀
を
抜
く
動
作
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
曹
操
は
す
ぐ
に
、

「
よ
い
刀
を
手
に
入
れ
た
の
で
献
上
い
た
し
ま
す
」
と
言

っ
て
、

そ
の
場
を
去
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
描
く
こ
と
で
、
大
義
に
徹
し
、

天
下

の
た
め
に
害
を
除
く
勇
気
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
と
、
非
常
に
機
知
に
富
み
、
機
を
見
て
事
を
な
せ
る
こ
と
と
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

六
つ
目
は

「顛
倒
史
実
」
で
す
。
こ
れ
は
先
に
起
き
た
事
件
を
後
に
、
後
に
起
き
た
事
件
を
先
に
置
く
こ
と
で
す
。
例
と
し
て
は

『三
国
志

演
義
』
第
五
十
七
回
の

「滝
関
の
戦
い
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
馬
超
の
父
親
の
馬
騰
は
、
曹
操
を
殺
そ
う
と
し
て
反
対
に
曹
操
に
殺
さ
れ
ま
し

た
。
馬
超
は
曹
操
を
討
っ
て
父
の
仇
を
取
ろ
う
と
挙
兵
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
史
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
先
に
馬
超
が
曹
操
に
対
し
て
反
乱
を

に
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
。
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し
上
げ
る
。

起
こ
し
た
た
め
、
朝
廷
で
官
職
に
つ
い
て
い
た
父
の
馬
騰
か
曹
操
に
殺
さ
れ
た
の
で
す
。
事
件
の
前
後
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
に
操
作
し
た
の
は
、

曹
操
に
抵
抗
す
る
馬
超
の
正
義
感
を
表
現
す
る
た
め
で
す
。
も
し
史
書
の
よ
う
に
描
け
ば
、
馬
超
は
曹
操
に
反
抗

し
た
こ
と
で
父
親
を
殺
し
た
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
軽
率
な
人
物
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
事
件
の
前
後
関
係
を
入
れ
替
え
て
馬
超

の
正
義
感
を
強
調
し
た
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
羅
貫
中
は

『
三
国
志
演
義
』
を
書
く
中
で
、
史
実
と
虚
構
の
関
係
を
処
理
す
る
い
く
つ
か
の
方
法
を
用
い
て
い
る
わ
け
で

す
が
、

そ
の
目
的
は
い
ず
れ
の
場
合
も
す
ば
ら
し
い
物
語
や
人
物
像
を
作
る
た
め
な
の
で
す
。」

以
上
を
も

っ
て
時
間
と
な
り
、
沈
伯
俊
氏
と
文
学
部
中
国
文
学
科
伊
藤
晋
太
郎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
の
学
術
交
流
会
は
終
了
し
た
。

の
大
学
で
学
ぶ
学
部
生
に
と
っ
て
、

日
本

そ
の
分
野
の
研
究
に
お
け
る
中
国
の
第

一
人
者
と
接
す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
い
。
今
回
の
学
術
交
流
で

学
生
そ
れ
そ
れ
が
各
自
の
今
後
の
研
究
に
資
す
る
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。
本
学
を
訪
問
し
て
学
生
た
ち
に

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
下
さ

っ
た
沈
伯
俊
氏
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
長
時
間
に
わ
た
っ
た
こ
の
学
術
交
流
は
、
通
訳
と
し

て
参
加
を
志
願
し
て
く
れ
た
王
知
叡
氏

・
熊
謝
子
初
氏

・
倉
持
リ
ッ
コ
氏
の
協
力
が
な
け
れ
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
三
氏
に
も
厚
く
御
礼
申

〔註
〕

(l
)

人
物
の
言
行
を
梨
成
し
た
志
人
小
説
の
代
表
作
。
南
朝
宋
の
臨
川
王
劉
義
疫
の
サ
ロ
ン
で
編
鉦
さ
れ
た
。
三
、
四
世
紀
の
動
乱
期
に
生
き
た
知
識
人

の
知
恵
、
鋭
い
感
党
、
さ
わ
や
か
な
人
間
関
係
な
ど
を
描
く
。

(2
)

西
暦
二
0
八
年
に
起
き
た
曹
操
軍
二
十
万
と
孫
権

・
劉
備
連
合
軍
五
万
と
の
戦
い
。
孫
・
劉
連
合
軍
が
火
攻
め
を
用
い
、
数
で
圧
倒
す
る
曹
操
軍
に

勝
利
し
た
。
こ
の
結
果
、
四
操
の
天
下
統

一
は
不
可
能
と
な
り
、
歴
史
は
三
国
鼎
立
へ
と
大
き
く
舵
を
切
る
。
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(3
)

ジ
ョ
ン
・
ウ
ー
監
督
。
ア
メ
リ
カ

・
中
国

・
日
本

・
台
湾

・
韓
国
製
作
。
日
本
で
は

P
a
r
t
I
が
二

0
0八
年
に
、

P
a
r
t
l
l
が
二

0
0九
年

に
そ
れ
ぞ
れ
公
開
さ
れ
た
。

(4
)

孔
明
は
蜀
漢
の
国
是
で
あ
る
漢
室
復
輿
の
た
め
、
数
度
に
わ
た
っ
て
魏
に
攻
め
込
ん
だ
。
こ
れ
を

「
北
伐
」
と
い
う
。
「
第

一
次
北
伐
」
は
西
暦
二

ニ
八
年
の
最
初
の
北
伐
。
蜀
軍
は
当
初
、
有
利
に
戦
を
進
め
た
が
、

「
街
亭
の
戦
い
」
で
の
敗
北
に
よ
り
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

(
5
)

「
第
一
次
北
伐
」
中
の
戦
。
孔
明
は
街
亭
（
甘
粛
省
荘
浪
県
東
南
）
と
い

う
要
衝
の
地
の
守
備
に
馬
談
を
派
逍
す
る
。
し
か
し
、
馬
談
は
孔
明
の
指

示
を
無
視
し
て
高
台
に
布
陣
し
た
た
め
、
水
源
を
断
た
れ
て
敗
れ
た
。
孔
明
は

「
泣
い
て
馬
談
を
斬
る
」
と
と
も
に
、
自
ら
の
地
位
も
降
格
さ
せ
て
責

任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

(6
)

西
暦
ニ
ニ
八
年
に
起
き
た
魏
と
呉
の
戦
い
。
呉
の
周
紡
の
偽
り
の
降
服
を
信
じ
た
魏
の
曹
休
が
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
呉
に
侵
入
し
、
呉
の
陸
遜
に
石

亭
（
安
徽
省
潜
山
県
北
）
で
撃
破
さ
れ
た
。

(7
)

い
わ
ゆ
る
「
長
坂
披
の
戦
い
」。

曹
操
が
荊
州
に
攻
め
込
み
、
荊
州
の
長
官
劉
踪
は
降
服
し
た
。
荊
州
に
い
た
劉
備
は
曹
操
に
抵
抗
す
ぺ
く
、
重
要

拠
点
の
江
陵

（湖
北
省
荊
州
市
）
を
目
指
し
て
後
退
す
る
が
、
劉
備
を
慕
う
人
民
十
数
万
が
後
に
随
っ
た
た
め
、
進
軍
は
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
遂
に

当
陽
長
坂
披
で
曹
操
軍
に
追
い
つ
か
れ
、
劉
備
は
妻
子
も
見
捨
て
て
逃
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
劉
備
の
妻
子
は
趙
雲
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
曹
操
の

大
軍
も
張
飛
の
活
躍
に
よ
っ
て
何
と
か
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

(8
)
劉
備
が
孔
明
に
会
う
た
め
に
、
自
ら
孔
明
の
草
庵
を
三
度
訪
れ
た
エ
ビ
ソ
ー
ド
。
孔
明
は
立
場
も
年
齢
も
上
の
劉
備
が
礼
を
尽
く
し
て
く
れ
た
こ
と

に
応
え
て
出
仕
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。
こ
の
時
、
孔
明
が
劉
備
に
提
案
し
た
の
か

「
天
下
三
分
の
計
」。

(
9
)

『
三
国
志
演
義
』
で
は
次
の
よ
う
に
描
く
。
劉
備
が

「
黄
巾
の
乱
」
平
定
の
功
で
安
喜
県
（
河
北
省
定
州
市
東
）
の
尉
（
治
安
担
当
）
に
な
っ
た
時
、

横
暴
な
督
郵
（
監
察
官
）
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
怒
っ
た
張
飛
が
督
郵
を
鞭
打
ち
、
劉
備
は
官
位
を
捨
て
て
去

っ
た
。

(10
)
「三
国
志
演
義
』
で
は
次
の
よ
う
に
描
く
。「
街
亭
の
戦
い
」
の
後
、
西
城
で
撤
退
の
指
揮
を
執
っ
て
い
た
孔
明
に
司
馬
認
率
い
る
大
軍
が
迫
る
。
あ

い
に
く
城
内
に
兵
は
少
な
く
、
諸
官
は
色
を
失
っ
た
が
、
孔
明
は
城
門
を
開
け
放
ち
、
自
ら
は
楼
上
で
琴
を
弾
く
。
そ
の
様
子
を
見
て
不
審
に
思
っ
た

司
馬
認
は
、

孔
明
の
計
略
に
か
か
る
の
を
恐
れ
、
馬
首
を
返
し
て
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。

(11
)

「
三
国
志
演
義
』

で
は
次
の
よ
う
に
描
く
。
黄
蓋
が
降
服
を
装
っ
て
曹
操
の
船
団
に
近
づ
き
火
を
放
つ
こ
と
に
決
ま
っ
た
が
、
降
服
が
本
当
だ
と
曹

操
に
信
じ
込
ま
せ
る
た
め
、

黄
蓋
は
わ
ざ
と
諸
将
の
前
で
周
喩
に
逆
ら
い
、
周
喩
は
黄
蓋
を
棒
打
ち
の
計
に
処
す
。

こ
の
こ
と
は
孫
権
軍
に
潜
入
し
て

い
た
間
者
に
よ
っ
て
曹
操
に
知
ら
さ
れ
、
曹
操
は
黄
藍
の
降
服
を
信
じ
る
こ
と
に
な
る
。

-l14-



(12
)

『三
国
志
演
義
』
で
は
次
の
よ
う
に
描
く
。
黄
蓋
の
意
を
受
け
た
閾
沢
は
、
黄
蓋
の
降
服
文
書
を
持

っ
て
曹
操
を
訪
ね
る
。
囲
操
は
偽
り
の
降
服
で

は
な
い
か
と
疑
う
が
、
閾
沢
は
三
寸
不
爛
の
舌
に
よ
っ
て
こ
れ
を
信
じ
込
ま
せ
る
。

(13)

『
三
国
志
演
義
』
て
は
次
の
よ
う
に
描
く
。
曹
操
の
船
団
が
ば
ら
ば
ら
で
は
火
攻
め
は
成
功
し
な
い
。
そ
こ
で
周
喩
の
意
を
受
け
た
寵
統
が
曹
操
に

対
し
て
、
船
同
士
を
鎖
で
つ
な
げ
ば
揺
れ
が
な
く
な
り
、
兵
士
の
船
酔
い
を
防
げ
る
と
進
言
す
る
。
四
操
は
こ
の
提
案
を
採
用
す
る
。

-115-


	97-007沈伯俊氏が語る「三国志」　―人物と創作方法―




